
ジャパネット杯 平成２７年度 第３９回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                               ５      

男子 ・女子  2 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場  グリーンアリーナ神戸   A   コート       

チーム名
総得点

－
－

－明光学園

－

11
13

－

24

7mTC

総得点
チーム名

23
白梅学園

11
12

 

前年度選抜優勝の白梅学園と、今日が初戦となる明光学園の対戦。先手を取ったのは明光学園。 

両者とも高いディフェンスをカットインで攻める展開の立ち上がり。一進一退を続けるも、明光学園 

が 7－5で 15 分を経過する。18 分、白梅学園 2番高木の連続得点で 7－7の同点。続く得点で白梅学 

園が逆転。すぐに明光学園が追いつき再び逆転。その後、攻守が激しく入れ替わるも、20 分に白梅学 

園 5番後藤の退場もあり、明光学園が 2点リードを保つが、27 分明光学園 6番小島が退場、白梅学園 

が終了間際に 11－11 の同点に追いつき前半を終わる。 

 後半、速いパス回しから白梅学園の得点で始まる。2分明光学園 9番尾辻の退場をきっかけに白梅 

学園が 3点差をつける。明光学園も粘り強く攻めるが白梅学園の守りを崩せず点差が広がりかけるが 

白梅学園 6番千原の退場から、16分に同点 18－18。再び白梅学園がリードするも 25分再び明光学園 

が逆転 22－21。少ない残り時間、逃げる明光学園、追う白梅学園。残り 1分同点 23－23。残り 30秒 

明光学園が 1点をとり、白熱の接戦を制した。 

                          2016 年  3 月 25 日  

 

         記載者氏名   石井 慎也                

試合番号 



ジャパネット杯 平成２７年度 第３９回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                               １４    

男子 ・女子  2 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場  グリーンアリーナ神戸   B   コート       

チーム名
総得点

－
－

－夙川学院

－

9
16

－

25

7mTC

総得点
チーム名

20
県立愛知商業

10
10

 

両校とも今大会初戦となる試合。夙川学院のスローオフで試合開始。試合序盤から白熱した闘いと 

なった。先制したのは愛知商業。５番一尾が自らディフェンスをかわして得点。このまま愛知商業が勢 

いにのるかと思われたが、すぐさま夙川学院３番中山のミドルシュートで同点とする。その後も愛知商 

は速さを活かした展開で得点を重ね、夙川学院も３番中山の得点力を軸に得点を重ねる。まさに一進一 

退の展開がつづく互角の戦いとなった。両校とも決定的な連取ができず、ついに９対１０と愛知商業が 

１点をリードしたまま前半を終了した。 

後半開始直後、愛知商業１４番丹下と１３番川崎のコンビネーションプレーで２点差とするが、直後 

に退場者が出てしまい。その間に夙川が２点連続で得点し同点となる。愛知商業は夙川学院３番中山に 

対してマンツーマンディフェンスを展開。３番中山がオフェンスに参加できない時間が続く中、夙川学 

院５番キャプテン豊島の得点を皮切りに３連続得点でついに逆転する。夙川は一時６点差まで差を広げ、 

そのまま愛知商業の連取を許さず２５対２０で夙川学院が３回戦にコマをすすめた。 

                          2016 年  3 月 25 日  

 

             記載者氏名    日高 優一            

試合番号 



ジャパネット杯 平成２７年度 第３９回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                               男３      

男子 ・女子  ２ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場   神戸市立中央体育館         コート       

チーム名
総得点

－
－

－大阪体育大学浪商

－

14
14

－

28

7mTC

総得点
チーム名

27
瓊浦

11
16

 

この試合が初戦となる近畿ブロックの覇者浪商に対し、1 回戦総社戦を 1 点差の激戦 

を制した瓊浦との対戦。浪商スローオフで試合開始。瓊浦 2 番中島のカットインシュート 

で先制。それに対し、浪商はすぐさま 8 番松下の個人技で応戦。次いで、キーパー久保の 

好セーブから 6 番阿南のシュート。前日の勝利で意気上がる瓊浦のペースに乗らせない。 

 

浪商は 10 分過ぎ・12 分過ぎに退場者を出すが、粘り強い DF で 2 点しか与えなかった。 

一方瓊浦は、一進一退の時間帯に退場者が出るなど苦しい展開。ミスが失点につながり、 

前半は浪商が 3 点リードした。 

後半に入っても両チーム攻守の足は止まらず、一進一退の熱戦。瓊浦の果敢な攻撃に 

浪商に退場者が相次ぐ。しかし浪商 DF は粘り強く瓊浦に流れを持っていかれない。瓊浦 

は 9 分過ぎから 6 番野田・10 番末岡らの得点で差を詰めるも、浪商は 23 分過ぎ 5 番村 

井・6 番阿南連続得点で流れを手繰り寄せる。ねばる瓊浦、一歩届かず熱戦の幕は閉じた。 

                           平成 28 年 3 月 25 日  

 

                           記載者氏名 沖野 勝洋     
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ジャパネット杯 平成２７年度 第３９回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                              ９    

男子  ２ 回戦   

 

会場 神戸国際大学附属高等学校体育館              コート       

7mTC

総得点
チーム名

26
洛北

12
14

チーム名
総得点

－
－

－浦和学院

－

16
14

－

30

 

立ち上がり、互いにパスやシュートの定まらない中、２点先取は洛北。その後双方点の取り合いで 

終始するが、７分過ぎから浦和学院が徐々に差を開けていく。１８分には 11 対６と 5 点差をつける。 

しかし、洛北も福田、林を中心に反撃、互いに点を取り合っていく。前半戦６得点の狩野は攻守の要と 

して活躍した。 

後半は浦和学院が開始早々3 連続得点し、差を広げていく。10 分には差が８点となる。そこから洛北 

は 5 連続得点し反撃の狼煙を上げ、23 分には１点差にまで追い上げるが、浦和学院も小刻みに加点。 

３点差となったところで浦和学院のキーパー林が連続でスーパーセーブ。終了 20 秒前の追加点を浦和 

学院は挙げて試合終了となる。 

 

 

 

                         ２０１６年 ３ 月  ２５ 日  

 

         記載者氏名  青木  宏                 

試合番号 
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戦  評  用  紙  

                                                                     

男子 ・女子  ２回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場 高砂市総合体育館             コート       

7mTC

総得点
チーム名

16
函館大有斗

7
9

チーム名
総得点

－
－

－市川

－

24
13

－

37

 

両チームともに大会初戦ということもあってか、序盤は精細を欠いたプレーも散見されたが、 

地力に勝る市川が、まるで地元のような応援団をバックにつけ、徐々に試合を支配していく。 

キャプテン大村の７ｍＴで先制すると、その後も岩田、浦﨑らを中心とした速攻や効果的な 

ミドルなどで得点を重ねた。対する函館大有斗は、焦りからかパスミスを重ね、さらに点差を 

広げられてしまうという悪循環に陥ってしまった。その結果、前半を２４対７と市川の大量 

リードで終えることとなった。後半、流れを変えたい函館大有斗は小野寺のポストシュートや 

菊池のミドルシュートなどで得点を重ねる。しかし、市川ＧＫ中村の好守に阻まれ、リズムを 

掴むまでには至らない。結局、要所を抑えて最後まで相手に流れを渡さなかった市川がそのまま 

リードを保ちきり、３７対１６で勝利した。 

 

 

                        ２０１６年  ３月 ２５日  

 

         記載者氏名   高橋  厚之              

試合番号 
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ジャパネット杯 平成２７年度 第３９回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                                     

男子 ・女子  ２回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場 加古川市立総合体育館           コート       

チーム名
総得点

－
－

－星城

－

17
16

－

33

7mTC

総得点
チーム名

26
福井商業 

13
13

 

 福井商業のスローオフで試合開始。先手を取ったのは福井商業。福井商業２番中村の速攻で 

２点を先取するが、すぐさま星城は取り返し、その後一進一退の競り合いが続く。11 分に福井 

商業がタイムアウトを取るが、なかなか得点を奪えずリズムに乗れない。そこから福井商業に 

ミスが生まれ、星城は５番松宮が速攻を確実に決め、徐々に点差を広げていく。星城は持ち味 

の速攻で得点を重ねていくが、福井商業も２－４ディフェンスで少しずつチャンスを作り、前半 

を１７－１３で星城がリード。 

 後半の立ち上がりは多彩な攻めで全く譲らず交互に得点を重ね、互角の展開となった。後半 

５分の星城のタイムアウト後、速攻で連取。星城は堅いディフェンスと１番 GK 平松の落ち着い 

たキーピングが光り、徐々に点差を広げていく。２３分に星城に退場者が出るが、福井商業は 

焦りから点差は縮まらない。星城は最後まで粘りのあるプレーを見せる福井商業を振り切り、 

３３－２６で勝利した。 

                            2016 年   3 月  25 日  

 

                       記載者氏名  櫻井 寛子   

試合番号 

6 


